
外注工程を内製化し一貫生産体制へ移行

-事業の背景-
安全性重視の品質を低コストで

-事業の成果-
内製化とIoT活用により生産効率向上
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若い世代ならではの提案力でWin-Winの関係へ

　板金加工における「バリ取り」作業は、一般的にグラインダーなど

を使って手作業で行う。対象物の形状に大きく左右されるため、多品

種を扱う事業者では自動化しにくい工程である。

　情報収集を重ね、汎用型の「バリ取り機」を導入する事で、外注加

工費の削減や外注に関わるリードタイムと人員の圧縮が実現。また、

加工速度は約1/10に短縮でき、低コスト化と生産効率の向上、課題

の解決を実現する事ができた。

　合わせて当社全体の生産性向上を計画し、IoT技術を活用した生

産管理体制を構築。稼働設備や配送トラックをネットワーク連携し、

全体的な作業効率改善を行ったことで、総合的な生産コスト削減に

つながり、より低コストでの生産が可能となった。

　当社は、以前から板金加工の外注コスト・効率改善を推進しており、

2019年に最新型タレットパンチプレス機を導入し、板金加工の内製

化を開始。机や椅子等の家具に限らず、陳列棚等の店舗什器の案件

も増えつつあった。そんな折、顧客より「新製品の店舗什器開発への

協力要請」があったことが本事業のきっかけである。

　陳列棚の多くは生産コストの低い海外製で、バリが残るなど品質

に疑問が残るものが多かった。手で触る箇所に残ったバリは安全性

の問題になるため、塗装を厚くしたり、手作業や外注でのバリ取り加

工が必要となり、コストと時間がかかる。

　店舗什器部品の試作開発自体は順調であったが、厳しい安全基準

を満たすために量産時における安全性・高品質の確保と低コスト化

が課題であり、安全性に直結しながら外注が前提となっていた「バリ

取り」工程を内製化することで解決を狙った。

事業計画名
業界初コンビニ用冷凍陳列棚の試作開発の為の設備導入と工程改善計画

平成29年度補正

株式会社 Ｍ．Ｔ．Ｃ
　当社は金属加工・製造を生業とし、住宅設備・鋼製家具を中心に分

野・業界を問わず試作開発から加工、量産まで柔軟に対応し、社内一

貫生産体制を目指してプレス加工・板金加工を両立させ、日々作業の

効率化、品質・技術向上に努めている。

　50年超の歴史で蓄積された技術・ノウハウを駆使して独自の工法

を開発し、顧客からの高い評価を獲得しているが、創業当時は非常に

小さな家内工業からのスタートであった。

　1968年に前身である「森製作所」が創業。従業員は家族3名のみの

家内工業から始まり、プレス加工専門として建築部材や自動車部品な

どの製造を行い、地道に顧客の信用・信頼を獲得してきた。

　2004年「有限会社M.T.C」に改名、2007年に株式会社化を経て、さ

らなる企業規模の拡大を目指す矢先、2008年に発生したリーマンシ

ョックにより顧客業界・金属加工業界が大打撃を受け、当社も危機的

状況に陥ってしまう。

　影響は大きく、顧客は事業領域の変更・拡大を余儀なくされたが、

当社も追従し、プレス加工専門で諦めて「守り」に入ることなく、事業

領域を板金など金属加工全般まで拡大して「攻める」ことで状況の打

破を狙った。

　事業領域の拡大には莫大な資金と時間が必要であり、経営危機に

陥った企業が中々踏み切れるものではないが、2012年に開始された

ものづくり補助金事業をフル活用することで解決を図った。ものづくり

補助金事業では過去8年で7回採択されており、設備拡充実現の最大の

要因と言える。

　取引先にも恵まれ、設備充実を理由とした新規受注も増加し、経営

危機は脱する事ができた。

　現在、従業員は外国人技能実習生を含めて約40名、保有設備数は

県内でもトップクラスと評価される規模にまで成長することができ、

近畿経済産業局や奈良県において複数の認定・承認を受け、目標であ

った経済産業省「地域未来牽引企業」の認定を2020年10月に取得し、

技術だけでなく経営姿勢や事業の計画性なども高い評価を獲得して 

いる。

-株式会社M.T.Cの企業精神：過去から現在-
家内工業から工場制機械工業への成長。諦めない「攻め」の姿勢。

　当社の経営理念は「顧客とWin-Winの関係」を目指すことである。

受身にならず、顧客にとっても当社にとっても「利」のある取引関係を

築くには「VA/VE型提案」が欠かせない。

　従業員の平均年齢は40歳。業界平均と比較すると非常に若い人材

が揃っており、若者特有の自由で柔軟な発想、慣習に捕らわれないア

イデアがあり、「VA/VE型提案」を行うための下地は十分に存在して

いる。当社営業部長(39才)が奈良経済産業協会優良従業員表彰で

「創意工夫」を評価され「知事賞」を受賞する事ができたことからも、

当社の武器として「若さ」は非常に重要であると言える。

　若い従業員の定着率を向上させるため、就業環境・技術教育手順

の改善にも注力しており、令和元年度ものづくり補助事業において

「作業者支援システム付プレスベンダー」を導入し、早期の工程従事教

育を試行中である。

　若い世代が活躍できる環境を整備し、コスト重視の海外生産を国

内回帰させる低コスト・高品質の生産体制構築を目指す。

-株式会社M.T.Cの企業精神：未来への展望-
若い世代が持つVA/VE提案力を活かす
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2017年
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2020年

経営力向上計画「中小企業等経営強化法」認定

奈良県経営革新計画の承認

「エコアクション21」認証・登録（№0011782）

近畿経済産業局「関西ベンチャー企業リスト」選定

奈良県「地域経済牽引事業計画」承認

経済産業省「地域未来牽引企業」認定

認定・選定・承認の内容（抜粋）
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